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・以下の事項は必ず明示すること。

（取出箇所、下水本管の位置、施工範囲、掘削幅、境界から桝までの距離、

舗装復旧幅、道路幅、幅員構成、側溝等の既存構造物、その他必要なもの）

・方位マークを明示すること。

・縮尺は任意とする。

公共桝芯から境界までは1.0ｍを原則とする。

※1.道路掘削時、残幅が1.2m以下の場合は全面復旧とする。

※2.既存の舗装切断線がある場合は利用すること。

※3.取出が複数近接する場合には、１箇所でまとめること。
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※.側溝端が境界の場合
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下水道本管（管径、管種、勾配）


